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　トラクターが大好きで将来の夢は農家に
なるとたのもしい言葉をかけてくれるおに
いちゃんの勇吹。好きなものに全力投球で
やさしい兄です。いつも笑顔でしっかり者、
世話好きの結月はみんなのアイドルです。
最近のマイブームは歌とダンスを踊ること。
たまに畑や田んぼにお手伝いに行き農業に
ふれています。いろいろなことに興味をも
って全力で楽しんでもらいたいです。
　子供達がおいしいといってくれる作物を
作り続けたいです。

　
酒
田
本
間
家
三
代
目
の
当
主
。

本
間
家
隆
盛
の
基
礎
を
作
っ
た
。

叔
父
で
あ
る
天
才
相
場
師
本
間
宗

久
。
彼
の
教
え
を
請
い
、
米
相
場

で
巨
大
な
利
益
を
上
げ
た
の
は
ま

だ
二
十
代
前
半
で
あ
っ
た
。
そ
し

て
、
庄
内
半
分
の
農
地
を
保
有
す

る
大
地
主
に
成
長
し
て
ゆ
く
。
庄

内
藩
酒
井
家
、
上
杉
藩
上
杉
家
と

の
結
び
つ
き
は
密
接
で
、
本
間
家

が
な
け
れ
ば
両
家
の
存
続
は
危
ぶ

ま
れ
た
で
あ
ろ
う
。
上
杉
鷹
山
公

は
本
間
光
丘
の
助
け
が
な
け
れ
ば
、

破
産
を
免
れ
な
か
っ
た
か
も
し
れ

な
い
。
光
丘
の
時
代
で
は
な
い
が
、

天
保
義
民
事
件
、
及
び
戊
辰
戦
争

で
酒
井
家
が
存
続
で
き
た
の
は
、

本
間
家
の
財
力
が
あ
っ
た
か
ら
で

あ
る
。

　
光
丘
の
一
番
の
功
績
は
そ
の
商

売
方
法
で
あ
ろ
う
。
徹
底
し
た
低

金
利
で
金
を
貸
す
。
し
か
も
、
必

ず
返
済
計
画
を
出
さ
せ
た
。
二
度

と
金
を
借
り
ず
に
済
む
た
め
に
。

そ
し
て
、
儲
け
た
金
を
社
会
貢
献

の
た
め
に
使
う
。
藩
校
建
設
、
藩

へ
の
寄
付
、
地
域
へ
の
寄
付
貢
献
、

上
げ
た
ら
い
と
ま
が
な
い
。
全
て

師
と
仰
ぐ
本
間
宗
久
の
教
え
の
一

部
。

　
そ
の
光
丘
の
業
績
の
一
つ
、
庄

内
浜
の
防
風
林
が
危
機
的
状
況
に

面
し
て
い
る
。
松
く
い
虫
が
運
ぶ

マ
ツ
ノ
ザ
イ
セ
ン
チ
ュ
ウ
が
原
因

で
数
十
万
本
が
枯
れ
て
き
て
お
り
、

そ
の
範
囲
が
年
々
増
大
し
て
き
た
。

こ
こ
数
年
は
温
暖
化
の
影
響
か
？

爆
発
的
に
増
大
。
つ
い
に
倒
木
に

よ
る
人
的
被
害
も
発
生
。
市
・

県
・
国
に
よ
る
予
算
の
投
下
で
対

策
を
講
じ
始
め
て
き
た
が
、
目
に

見
え
る
結
果
を
得
る
に
ま
だ
相
当

の
時
間
と
資
金
が
必
要
で
あ
る
。

先
日
つ
い
に
鈴
木
農
林
水
産
大
臣

が
視
察
に
見
え
ら
れ
た
。
い
ず
れ

に
し
て
も
、
こ
れ
か
ら
、
再
生
に

向
け
て
長
い
道
の
り
の
開
始
で
あ

る
。

　
代
表
理
事
組
合
長
　
保
科
　
亙

本
間
光
丘

南葉　勇吹くん   ７歳辻興屋
い ぶき

　　　結月ちゃん ４歳
ゆ づき

● お父さん  雅之さん　● お母さん  智晴さん
まさゆき ち はる
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けさらんニュース
J A 鶴岡の注目情報

　ＪＡ鶴岡とＪＡ庄内たがわは11月25日、農業関連予算要請
書の提出を行った。保科亙組合長とＪＡ庄内たがわの海藤喜久
男組合長が鶴岡市役所を訪れ、要請書を提出した。
　保科組合長は、鳥獣被害の深刻化を最重要課題として挙げ、
「電気柵等の防護設備の拡充や捕獲体制の強化、維持管理費の
支援など、現場で即効性のある対策を最優先で講じてほしい」
と述べた。併せて、メロンの土壌病害への技術・資金支援の強
化や共乾施設再編にかかる課題への制度面の緩和と支援、防砂
林の松くい虫被害対策支援と異常気象に対する支援などを要請
した。
　佐藤市長は「現場の皆さんの不安に直結する鳥獣被害を最優
先で対処し、メロン病害や共乾施設の更新課題についても国・
県と連携して必要な予算を確保し、迅速に取り組む」と述べた。

迅速な支援を要請　鶴岡市へ農業関連予算要請書を提出

　ＪＡ鶴岡ハボタン専門班は12月４日、ＪＡ北部
集出荷場で正月飾りなどに使われるハボタンの目揃
い会を開き、生産者ら約20人が参加した。
 同専門班の佐藤孝班長は「いよいよハボタンの出
荷が始まるので、高品質なハボタンを出荷できるよ
うに頑張っていこう」とあいさつした。
 ＪＡの園芸指導係は階級の変更点や規格など出荷
の際の注意点を伝えた。販売係は、「選果場の荷受け
体制は万全に準備している。需要は高まっているの
で１本でも多く出荷してほしい」と呼び掛けた。
 参加者は、サンプルで色づきやバランスなど規格
を確認し、草丈や緑葉の残し方、曲がりなどを共有
した。

高品質なハボタンを　ハボタン目揃い会

温度調整に注意を　アルストロメリア目揃い会
　ＪＡ鶴岡アルストロメリア専門部は12月１日、
ＪＡ北部集出荷場でアルストロメリアの目揃い会を
開いた。生産者と関係者ら約20人が参加した。
　同専門部の上野善光専門部長がサンプルを見せな
がら等・階級ごとの出荷規格基準や出荷調整の注意
点などを説明した。
　上野専門部長は「各部員のハウス管理状況が良く
なってきており、高品質なアルストロメリアを市場
に届けられそうだ。今週氷点下になるようだったの
で、暖房機やヒートポンプなどで温度の調整も行っ
てほしい」と呼び掛けた。
　アルストロメリアは通年を通して出荷されており、
４月～５月頃に最盛期を迎える。

佐藤市長㊨に要請書を手渡す保科組合長㊧。

アルストロメリアの出荷基準を説明する上野専門部長㊥。

ハボタンのサンプルを確認する生産者。



５

　ＪＡ鶴岡は12月18日、鶴岡市立農業経営者育成学
校（愛称「ＳＥＡＤＳ」＝シーズ）に新米100㌔を贈
った。ＪＡ鶴岡の佐藤治久専務が同校を訪れ、研修生
と百瀬清昭校長にＪＡ鶴岡管内で生産された新米「は
えぬき」を手渡した。
　百瀬校長は「この度は、多くの新米を頂戴し心より
感謝申し上げる。ＳＥＡＤＳの研修生は、ご寄贈いた
だいたおいしいお米を食べて、新しい農業を目指して
日々実習と座学に励んでいく」と謝意を述べた。
　佐藤専務は「おいしい鶴岡産の新米を食べて、安心
して日々の研修に励んでほしい」と話した。

若手農業者育成を後押し　ＳＥＡＤＳへ新米贈呈

　ＪＡ鶴岡とＪＡ庄内たがわ、ＪＡ共済連山形は11月
25日、地域住民の交通安全と事故防止に役立ててもら
うため、鶴岡市へカーブミラー計21基を寄贈した。
　保科亙組合長、ＪＡ庄内たがわの海藤喜久男組合長が
鶴岡市役所を訪れ、佐藤聡市長に目録とカーブミラー
のレプリカを手渡した。
　佐藤市長は「老朽化したカーブミラーの更新や新規
設置など、要望や不足がある町内会や自治体に対し、
早急に設置していく。事故は増加傾向にあるため、今
後もＪＡと協力し、交通事故のない安心・安全なまち
づくりに努めたい」と謝意を述べた。
　寄贈は地域貢献活動の一環として1973年に始まり、
50年以上継続されており、累計は1578基となった。左から保科組合長、佐藤市長、海藤組合長。

交通安全と事故の防止に　鶴岡市にカーブミラーを寄贈

組合員のつどいを開催　大山事業所
　11月28日、第20回となる大山事業所「組合員のつどい」が出羽商工
会館大ホールで開催された。節目の開催ということで、山形県出身の歌
手工藤綾乃さんをお招きして、第１部を「トーク＆歌謡ショー」、第２
部を「組合員交流会」という構成で実施した。
　第１部は、大山地区の組合員だけでなく、一般の方にもチケットも販
売し、鶴岡市内のほか、遠くは内陸・仙台などからもお越しいただき、
用意した160席を埋める大盛況となった。トークでは、工藤さんのお父
さんの出身が旧朝日村で、自身の本籍は鶴岡市ということで話が盛り上
がり、親近感が一層深まり、元気をもらえるひとときとなった。
　第２部は、大山地区の組合員で地産地消メニューを食べながら、職員
紹介ムービーや抽選会などで交流を深めることができた。工藤さんにも
交流会にご参加いただき、希望する参加者との個別の写真撮影にも応じ
てくださる大サービスで、充実した時間を過ごすことができた。

百瀬校長㊧と研修生㊥に新米を贈呈する佐藤専務㊨。

歌を披露する工藤さん。

KESARAN  NEWS
地域の話題もお届けします ！
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青年部だより

盟友が
行く！！

6

年熱戦が繰り広げられる「キックベース」を
行いました！ 盟友21名が３チームに分かれ総

当たり戦でプレー。スポーツを通じて他支部の部員
との交流を深めました。

毎

委 員長の小笠原隆道さんと副委員長の齋藤嘉一さん、
小松紀之さんが同保育園を訪れ、部員が生産した新
米「はえぬき」「つや姫」「雪若丸」「コシヒカリ」
「ひとめぼれ」の５品種、170㌔を園児へ手渡しました。

【結果】
 優 　 勝 大泉・西郷支部（合同チーム）
 準 優 勝 上郷・大山支部（合同チーム）
３ 　 位 南・北支部（合同チーム）
 ＭＶＰ賞 梅田昂一さん（南支部）
Ｈ Ｒ 賞 鈴木勝さん（大泉支部）

　たかだてスポーツクラブ事務局長の荻原
恵美さんを講師に招き、チーム対抗での競
技や楽しいゲーム、フィットネスダンスなど
を行い、部員ら71人が支部や世代を超えて
交流をすることができました♪

11/30

（農村センター）
レクリエーション大会

12/4 保育園に新米贈呈
（ひばり保育園（鶴岡市下川））

いっぱい食べて
大きくなってね ！
いっぱい食べて
大きくなってね ！

支部交流スポーツ大会
本部活動 11/24

（JA鶴岡だだちゃアリーナ）

みんなで楽しくプレーしました！みんなで楽しくプレーしました！

白熱したプ
レーが

繰り広げら
れました！白熱したプ
レーが

繰り広げら
れました！

本部活動 9/7
（東京第一ホテル鶴岡）

　部員や関係者９０名が参加し、第一部はうぃずグループ
代表の山口喜代美さんによる「食で育む心と身体、食べる

力・生きる力・叶える力」を
テーマに講演。
　第二部は地元食材を使
用した地産地消ディナー
により、交流を楽しみなが
ら充実したひとときを過ご
すことができました。

女性部のつどい
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マネロン・金融犯罪対策への取組強化について
令和 8年 1月 15日

代表理事組合長　保科　亙

　最近、様々な金融犯罪が発生し、フィッシング詐欺や振り込め詐欺など、その手法や

手口も巧妙かつ高度になってきています。新聞等での報道を見て心配に感じておられる

組合員・利用者の方々も多いのではないかと思います。また、国際的に金融機関が取り

組まなければならない課題として、マネー・ローンダリングおよびテロ資金供与対策（以

下「マネロン対策」）の重要性が益々高まっています。マネロン・金融犯罪対策に取り組

むことは、信用事業を営む当組合の責務でもあります。

　当組合では、金融機関としての信頼性を確保するため、そして、組合員・利用者の方々

の大切な財産を金融犯罪からお守りするために、マネロン・金融犯罪対策の取組みを重

要な経営課題と位置づけて、一層力を注いでまいります。取組強化において皆様にはお

手数をおかけする場面もあろうかと存じますが、何卒、ご理解とご協力を賜りますよう

お願い申しあげます。

　今後も組合員・利用者の方々に安心して当組合を利用いただけるよう役員指揮のもと

金融部信用課、リスク管理室が職員の先頭に立ってマネロン・金融犯罪対策の取組強化

を進めてまいります。
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郵 便 は が き

料金受取人払郵便

鶴岡市日吉町 3 -  1

 JA鶴岡 広報係  行き

鶴岡局承認

差 出 有 効 期 限
令和８年 1 0 月
1 3 日 ま で

（ 切 手 不 要 ）

261

（
キ
リ
ト
リ
線
）

※差し支えなければご記入ください。

※ポストに投函されるか、下記の無料ファックスダイヤルまで送信下さい

〈無料ファックスダイヤル〉 0800-800-5090

電話番号

お 名 前

ご 住 所

〒

市

ふりがな 性  別

男 ・ 女

年  齢

飼 い 主

ねこちゃん

広報「けさらん」を読んでの
ご感想や身の回りのことなど、
なんでもかまいませんので投
稿お待ちしております。

ふれあい伝言板へのメールは、
 kesaran@ja-tsuruoka.or.jp まで

◀ メールアドレスQRコード

●もんとあ～るで買った苗から育てたシルクスイ
ートを焼き芋にしてみました。とっても甘くて食感
がすごくいい！！2026年も植えたい、と強く思い
ました！！
●仏前の花を買いに白山店を利用しています。午
前中混んで大変ですが、花が長持ちしてありがた
いなーと思っています。
もんとあ～るをご利用いただきありがとうござい
ます！新鮮な野菜やお花、お米などいろいろ取り
揃えておりますので、ぜひまたお立ち寄りくださ
いね♪今月は落花生と紀州特産まつりも開催予定
です😊

●新しい年が平和でありますように願わずにはい
られません。そしてちょうどいい（?）天候が続き
ますように。
新しい年が本当に平和な一年となり、農業にとっ
ても「ちょうどいい」天候が続いてくれることを願
うばかりです！

齋藤 旦子 さん（北京田）　

キジトラ

今から２年前に我家に来た可愛い娘達！どこに行
くにも着いてくる。
「チュールだよ！」の一声で、どこからともなく目
の前に整列する可愛い娘達です。

写真掲載のご希望は総合企画課 ☎33-8179までお気軽にご連絡下さい。 

スマイルキッズ

岡部 紬 くん
令和6年6月生まれ

ご飯が大好きで、毎日納豆ご飯を
お兄ちゃんより沢山食べます。

宝  町

少し

人なつっこい

「ゆず」ちゃん

少し

人見知りな

「もも」ちゃん

おかべ つむぎ

お父さん：昌也さん   お母さん：真由美さん
祖父母（父方）：岡部茂さん･普実子さん
祖父母（母方）：菅原光弥さん･ふみさん（集落：伊勢横内）

●今年も雪との闘いが来ます。雪と楽しくつきあ
えたらいいですね。
雪の季節が来ましたね💦除雪作業時は無理しす
ぎずに、必ず家族や近所の方へ一声かけてから作
業を始めるようにしましょう！

伝言板

クロスワードが解けなくても
投稿ＯＫです



クロスワードのこたえ

ふれあい伝言板

■正解者の中から、抽選で５名様にＪＡ鶴岡事業利用券をプレゼ
ント致します。

■広報に対するご意見、ご感想のほか、誰かに伝えたい・聞い
てほしい話などなんでも結構です。皆様のあたたかいお声をお
待ちしています！

タテのカギ ヨコのカギ

以上の全議案を慎重審議の上、全て原案通り議決されました。

理事会開催報告 2025.12.26 開催

第１号議案　令和７年度　上半期決算監事監査報
告書への回答について

第２号議案　令和７年度　半期開示について

第３号議案　固定資産（もんとあ～る駅前店　営
業機器）の取得について

第４号議案　有限会社パンハウス庄内の解散につ
いて

色付きマスの文字をA～Dの順に並べてできる言葉はなんで
しょう？締切は２月７日消印有効。どしどしご応募下さい！
正解者の中から抽選で5名様に、1,000円分の『JA鶴岡お買
物券』をプレゼント！ご応募お待ちしております！

1

2

3

4

6

9

10

11

13

14

16

節分にまるかぶりします
働き者のイメージがある昆虫
羽根つきに使う道具
保育園の――に手編みの帽子を
出品した
張り上げたりひそめたり
強い風に雪が舞います
作業機をけん引してさまざまな
農作業をこなします
金太郎が担いでいるもの
ドアをコン、コン
魚へんに付と書く魚
寒いとこりやすくなる人もいます

2

5

7

8

9

11

12

14

15

16

17

東京にある、昔は電気街、
今はポップカルチャーの街
はたきで払うもの
い草などで編んだ敷物
天井や空がある方向
長さの単位のひとつ。記号は ft
眠くなると下がってきます
外湯めぐりで知られる
兵庫県北部の温泉地
鬼は外、――は内
日本刀の手で握る部分
すべては忘却の――だ
チョコレートケーキの――を
スマホで調べた先月号の答え サンガニチ
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広
報
委
員
　
佐 

藤 

祐 

悟

（
上
郷
）

　

も
う
す
ぐ
一
歳
に
な
る
初

孫
。最
近
は「
バ
ン
ザ
イ
」「
バ

イ
バ
イ
」
な
ど
の
小
さ
な

芸
？
を
覚
え
て
、
さ
ら
に
面

白
さ
も
出
て
き
た
。

　

私
も
早
い
う
ち
か
ら
、
唇

を
「
プ
ル
ル
ル
ル
ー
」
と
震

わ
せ
る
技
を
見
せ
て
き
た
。

す
る
と
最
近
、
私
の
顔
を
見

て
は
「
ブ
ー
ブ
ー
」
と
唇
を

突
き
出
し
て
あ
の
技
を
や
ろ

う
と
し
て
く
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
！
ま
だ
う
ま
く
は
出

来
て
い
な
い
が
、
私
を
認
識

し
て
一
生
懸
命
や
っ
て
く
れ

る
姿
が
、
嬉
し
く
て
仕
方
な

い
。

　

母
と
な
り
、
す
っ
か
り
頼

も
し
く
な
っ
た
娘
は
、
ま
だ

11
ヵ
月
の
今
か
ら
人
差
し
指

を
立
て
る
「
１
さ
い
」
を
仕

込
ん
で
い
た
。
我
が
子
な
が

ら
、
流
石
で
あ
る
。

　

ま
す
ま
す
の
親
バ
カ
×
孫

バ
カ
ぶ
り
だ
が
、
新
し
い
年

も
楽
し
く
過
ご
し
た
い
と
思

う
日
々
で
あ
る
。

　

１
〜
２
月
配
送
の
園
芸
農
薬
を

２
月
中
旬
よ
り
順
次
配
送
し
ま
す

の
で
、
置
き
場
所
の
準
備
を
お
願

い
し
ま
す
。
ま
た
、
農
薬
は
ご
注

文
の
商
品
と
異
な
る
空
箱
に
梱
包

し
て
配
送
し
て
い
ま
す
の
で
、
納

品
後
に
必
ず
開
封
し
て
中
身
を
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

　

毒
物
劇
物
農
薬
の
予
約
の
取
り

扱
い
は
生
産
資
材
配
送
セ
ン
タ
ー

ま
た
は
Ｊ
Ａ
Ｇ
西
郷
店
で
の
自
己

取
り
と
な
り
ま
す
。
準
備
が
で
き

次
第
、
肥
料
の
自
己
取
り
と
同
様

に
自
己
取
り
伝
票
を
お
送
り
致
し

ま
す
の
で
、
伝
票
を
持
参
の
上
指

定
の
場
所
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い

ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

生
産
資
材
配
送
セ
ン
タ
ー

☎
０
８
０
０
‐
８
０
０
‐
６
０
０
６

　

水
稲
に
関
す
る
一
部
基
幹
作
業

を
委
託
し
て
農
業
を
続
け
た
い
方
、

ま
た
は
余
裕
の
あ
る
作
業
を
請
け

負
い
た
い
方
に
つ
い
て
の
斡
旋
・

調
整
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

【
内
容
】

　

水
稲
農
作
業
（
育
苗
、
耕
起
・

代
掻
、
田
植
、
刈
取
等
（
※
ヘ
リ

防
除
は
除
く
））
に
つ
い
て
、
委

託
者
、
受
託
者
双
方
が
「
稲
作
農

作
業
基
準
賃
金
表
」
を
参
考
に
希

望
料
金
な
ど
を
申
し
込
み
ま
す
。

　

Ｊ
Ａ
で
は
、
希
望
料
金
や
圃
場

の
場
所
な
ど
を
も
と
に
委
託
者
、

受
託
者
双
方
の
希
望
が
近
い
も
の

を
斡
旋
し
、
双
方
合
意
で
契
約
と

な
り
ま
す
。

　

ま
た
作
業
料
金
の
精
算
は
、Ｊ

Ａ
に
事
務
代
行
の
依
頼
も
で
き
ま

す
（
手
数
料 

双
方
１
％
）

【
申
込
】

　

各
支
所
・
事
業
所
営
農
に
申
込

書
を
準
備
し
て
お
り
ま
す
。
令
和

８
年
１
月
30
日
（
金
）
ま
で
各
支

所
・
事
業
所
営
農
担
当
へ
提
出
を

お
願
い
し
ま
す
。
な
お
昨
年
度
、

申
込
さ
れ
た
方
も
改
め
て
提
出
が

必
要
で
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

詳
し
く
は
、
各
支
所
・
事
業
所

営
農
担
当
、
又
は
営
農
販
売
部
生

産
振
興
課
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

こ
れ
ま
で
、
営
農
口
座
を
お
持

ち
の
お
客
様
へ
確
定
申
告
時
な
ど

に
使
用
す
る
「
貯
金
取
引
年
間
実

績
表
」
を
封
書
に
て
送
付
し
て
お

り
ま
し
た
が
、
環
境
資
源
削
減
や

個
人
情
報
漏
え
い
の
防
止
の
観
点

か
ら
、
令
和
８
年
１
月
よ
り
送
付

を
廃
止
い
た
し
ま
す
。

　

今
後
は
、
お
手
元
の
通
帳
、Ｊ

Ａ
バ
ン
ク
ア
プ
リ
、Ｊ
Ａ
バ
ン
ク

ア
プ
リ
プ
ラ
ス
な
ど
で
お
取
引
内

容
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

ご
不
明
な
点
が
ご
ざ
い
ま
し
た

ら
、
各
支
所
窓
口
ま
た
は
金
融
部

信
用
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

令
和
８
年
用

園
芸
農
薬
の
配
送
に
つ
い
て

貯
金
取
引
年
間
実
績
表

送
付
廃
止
の
お
知
ら
せ

令
和
８
年
産

水
稲
農
作
業
の
委
託
者・

受
託
者
募
集
に
つ
い
て

　中央支所金融窓口の営業を休止させていただきます。
　期間中、金融窓口でのお手続きをご希望のお客様は、金融本店、南支所、北支所、西郷支
所をご利用ください。
　なお、共済窓口は規模を縮小して営業、営農相談とATMは通常営業となります。
　ご不便ご迷惑をおかけしますが、よろしくお願いいたします。

中央支所店内改装工事に伴う窓口営業の休止について

令和８年２月２日（月）～令和８年２月６日（金）

●移転スケジュール
令和７年12月下旬
令和８年１月31日（土）～２月８日（日）
令和８年２月２日（月）～２月６日（金）

営農部門を共済窓口側（旧すまいるプラザ側）に移動
既存の信用・共済部門間の間仕切り壁撤去等工事
改装工事に伴う、金融窓口（信用部門）の営業休止
共済窓口は縮小して営業、ATM・営農相談は通常営業
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と
じ
穴

お
手
数
で
す
が
、
と
じ
穴
を
開
け
て
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

1.751.75
2.25

（2026年１月５日現在）


